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今週の概要 

• 小児科外来情報

❖定点把握感染症報告状況（定点当たり患者報告数の上位５疾患）❖

順
位

疾患名 
奈良県 

北部 中部 南部 
定点当たり （前週） 増減 

1 感染性胃腸炎 6.47 (3.88)     
2 Ａ群溶連菌咽頭炎 2.41 (1.62)     
3 流行性耳下腺炎 1.68 (1.03)     
4 突発性発しん 0.68 (0.44)     
5 咽頭結膜熱 0.65 (0.59)     

発生状況： 大流行   流行   やや流行   少し流行   散発 （疾患毎に、基準値を定めています。） 

増減：過去５週間平均数と比べたときの変化 急増、増加、やや増加、横ばい、やや減少、減少

❖県内概況❖
感染性胃腸炎が増加しています。ロタウイルスによる感染性胃腸炎の流行が続いているようで

す。ロタウイルスは、通常は乳児を中心に流行しますが、今年はこれまでに流行がなかった遺伝

子型が流行しており、年長児や成人も感染しています。外来情報にも書かれているように、ワク

チン接種済みの人も感染しているようです。ロタウイルスは感染力が強く、症状がよくなってか

らもしばらくは便中にウイルスが排出されます。便や嘔吐物を処理した後や食事の前には手洗い

を十分にしてください。

Ａ群溶連菌咽頭炎が、中和保健所西部地区（旧葛城保健所管内）で警報開始基準値「８」とな

っています。予防としては、患者との濃厚接触をさけることが最も重要で、うがい、手洗いなど

の一般的な予防法が大切です。抗菌薬服用により感染力は無くなりますので、早めの受診を心が

けてください。 

インフルエンザは、３週間連続で「１」を下回りましたので、流行は終息しているとみられます。

✤小児科外来情報✤
北部地区（矢追医院） 

気温の上昇と GW 後で感染症はほとんどありません。溶連菌咽頭炎や伝染性紅班や流行性耳下腺炎な

どがみられる。手足口病が保育園児ででてきている。発疹は少なく、発熱は無い。 

中部地区（岡本内科こどもクリニック） 

外来数は全般に多くないが週明けなどはまだ多い。 

夏風邪パターンの感染症像となり、高熱とアデノ様、へルパンギーナ様咽頭所見例が増加。 

流行性耳下腺炎、水痘が流行中。幼児で帯状疱疹の水疱形成重度の経過例があり、病院紹介した例が

あった。 

感染性胃腸炎も持続、ノロ陽性例も見られる。ワクチン（ロタリックス）接種済みのロタ陽性の２才男児例か

ら乳児（陽性）と母に感染した家族例があった。名古屋でもワクチン接種済発症例が多いとの情報があり収

集・検証が必要。 

A 群溶連菌感染症も僅かずつ持続。手足口病はまだなかった。 

南部地区（南奈良総合医療センター小児科） 

感染性胃腸炎が流行中。外来で 2 日続けて点滴する例や、家族内感染もみられる。 

アデノウィルス、溶連菌の陽性例も増加、ヘルパンギーナ等夏カゼの増加傾向がみられる。遷延する咳

嗽例はアレルギーか感染症かの鑑別が困難な場合あり。 
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❖定点把握感染症報告状況❖ 平成 28 年 第 20 週 5 月 16 日 ～ 22 日

保健所別報告数 奈良市 郡山 中和（東） 中和（西） 内吉野 吉野
インフルエンザ定点数 54 14 14 11 10 2 3

11 9 2
(0.20) (0.82) (0.20)

小児科定点数 34 9 9 7 6 1 2
1 1

(0.03) (0.17)

22 3 1 9 8 1
(0.65) (0.33) (0.11) (1.29) (1.33) (0.50)

82 15 9 5 48 5
(2.41) (1.67) (1.00) (0.71) (8.00) (2.50)

220 47 39 76 49 3 6
(6.47) (5.22) (4.33) (10.86) (8.17) (3.00) (3.00)

16 6 3 4 3
(0.47) (0.67) (0.33) (0.57) (0.50)

7 1 2 1 3
(0.21) (0.11) (0.22) (0.14) (0.50)

16 4 7 2 3
(0.47) (0.44) (0.78) (0.29) (0.50)

23 6 4 9 4
(0.68) (0.67) (0.44) (1.29) (0.67)

5 4 1
(0.15) (0.44) (0.50)

57 8 26 9 11 3
(1.68) (0.89) (2.89) (1.29) (1.83) (1.50)

眼科定点数 10 3 3 2 2 0 0

1 1
(0.10) (0.33)

基幹定点数 6 1 2 1 1 0 1

8 1 5 1 1
(1.33) (1.00) (2.50) (1.00) (1.00) ※平成27年2月16日より桜井保健所と葛城保健所は統合され中和保健所となりました。

旧桜井保健所分は中和（東）、旧葛城保健所分は中和（西）として集計しています。

1 1 　上段　：報告数
(0.17) (1.00) （下段）：定点当たり報告数　報告数÷定点数

年齢別報告数
年齢区分 年齢 0-5M 6-11M 1歳 2 3 4 5 6 7 8 9 10-14 15-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70-79 80- 合計 累計

男 2 1 1 1 5 7741
女 1 2 1 2 6 7517

年齢区分 年齢 0-5M 6-11M 1歳 2 3 4 5 6 7 8 9 10-14 15-19 20- 合計 累計
男 1 1 145
女 130
男 2 1 2 2 2 9 139
女 1 7 1 3 1 13 130
男 6 3 7 8 7 5 4 5 2 3 50 654
女 4 3 6 2 6 3 4 1 1 2 32 568
男 7 27 15 10 14 10 5 9 5 4 7 4 5 122 2027
女 2 5 24 11 5 13 4 6 4 4 8 12 98 1793
男 2 1 3 1 1 1 9 112
女 2 1 1 1 2 7 83
男 1 1 6
女 1 2 2 1 6 10
男 1 1 1 4 2 1 1 11 197
女 1 1 1 1 1 5 182
男 7 5 12 169
女 3 7 1 11 160
男 3
女
男 1 1 2 6
女 2 1 3 8
男 1 1 5 1 2 1 6 3 3 5 28 467
女 1 1 4 3 3 4 5 1 1 2 4 29 391

年齢区分 年齢 0-5M 6-11M 1歳 2 3 4 5 6 7 8 9 10-14 15-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70- 合計 累計
男 1
女
男 1 1 26
女 32

年齢区分 年齢 0歳 1-4 5-9 10-14 15-19 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-59 60-64 65-69 70- 合計 累計
男 3
女 1
男 1
女 2
男 4 1 5 46
女 1 1 1 3 46
男
女
男 52
女 1 1 43

細菌性髄膜炎

無菌性髄膜炎

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

感染性胃腸炎
（ロタウイルス）

感染性胃腸炎
（ロタウイルス）

突発性発しん

百日咳

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

咽頭結膜熱

A群溶連菌咽頭炎

感染性胃腸炎

水痘

手足口病

伝染性紅斑

細菌性髄膜炎

無菌性髄膜炎

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

インフルエンザ

RSウイルス感染症

百日咳 ✤第 20 週のトピックス✤

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

・ジカウイルス感染症患者（輸入症例）の発生について（厚生労働省）
http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000125082.html

・ジカウイルス感染症について（厚生労働省）
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000109881.html

水痘
５類感染症

カルバペネム耐性腸内細菌感染症1件（奈良市1）
梅毒2件（奈良市1、中和1）手足口病

伝染性紅斑

突発性発しん

咽頭結膜熱
３類感染症

A群溶連菌咽頭炎

４類感染症感染性胃腸炎

インフルエンザ
１類感染症

RSウイルス感染症 ２類感染症 結核4件(奈良市1、郡山1、中和2）

・腸管出血性大腸菌感染症　2016年4月現在（病原微生物検出情報IASR5月号）

http://www.nih.go.jp/niid/ja/ehec-m/ehec-iasrtpc/6472-435t.html

奈良県
北部 中部 南部

❖全数把握感染症報告状況❖　（　）は保健所別内訳
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❖注目疾患の動向❖全て定点当たり報告数 H28 H27 H26 過去10年平均
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